
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かみさまの けいかくが 

 じょうじゅするように いのろう 

   いままでは、子
こ

どもの日
ひ

になにをしましたか？ 

  子
こ

どもの日
ひ

に神様
かみさま

が喜
よろこ

ばれることをして、記録
き ろ く

して 

   みましょう 

 

 例
れい

：昨年
さくねん

は、パパとママにプレゼントをくださいと言
い

ったけれど 

   今年
こ と し

は、パパとママからもらうおこづかいを宣教
せんきょう

献金
けんきん

にささげる。 

月曜日 

今日
き ょ う

は子
こ

どもの日です。ところが、ときどき、子
こ

どもの日
ひ

は子
こ

どもが自分
じ ぶ ん

の思
おも

うとおりにする日
ひ

だとかんちがいする場合
ば あ い

が多
おお

いです。子
こ

どもの日
ひ

は、未
み

来
らい

の社
しゃ

会
かい

の主
しゅ

役
やく

である子
こ

どもたちが、たくましく育
そだ

てるように、夢
ゆめ

と希望
き ぼ う

を植
う

えつけよ

うと記念
き ね ん

日
び

として作
つく

ったのです。レムナントは、世
よ

の中
なか

を生
い

かす大切
たいせつ

な子
こ

どもで

す。神様
かみさま

はレムナントを世界
せ か い

の基
もとい

が置
お

かれる前
まえ

から選
えら

んで呼
よ

ばれました。そし

て、神様
かみさま

を離
はな

れた多
おお

くの人
ひと

を生
い

かすための特別
とくべつ

な使命
し め い

もくださいました。世
よ

の中
なか

が決
き

めた意味
い み

もあるのですが、私
わたし

たちは神
かみ

の子
こ

どもなので、神様
かみさま

の計画
けいかく

を見上
み あ

げ

ることが優先
ゆうせん

です。子
こ

どもの日
ひ

!神様
かみさま

が私
わたし

を通
とお

して成
な

し遂
と

げられる計画
けいかく

を発見
はっけん

す

る時間
じ か ん

を持
も

ちましょう。神様
かみさま

が私
わたし

にくださった使命
し め い

を考
かんが

えながら、今日
き ょ う

会
あ

う人
ひと

、

ともにいるパパとママ、世
よ

の中
なか

の文
ぶん

化
か

に陥
おちい

った子
こ

どものために祈
いの

りましょう。生
い

きておられる神様
かみさま

の計画
けいかく

が、私
わたし

が行
い

くところごとに成就
じょうじゅ

するようになるでしょ

う。 
2014.1.11（核心訓練メッセージ） 

ヨハネ 16:24 あなたがたは今
いま

まで、何
なに

もわたしの名
な

によって求
もと

めた

ことはありません。求
もと

めなさい。そうすれば受
う

けるのです。それは

あなたがたの喜
よろこ

びが満
み

ち満
み

ちたものとなるためです。 

みことばを 

てきようしよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！世界
せ か い

の基
もとい

が置
お

かれる前
まえ

から選
えら

んで呼
よ

んでくださった私
わたし

を通
とお

し

て神様
かみさま

の愛
あい

を伝
つた

えるレムナントにならせてください。イエス・キリストのお

名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

おいのり 

しよう 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただしい しんこうを もちましょう 
火曜日 

透明
とうめい

な電球
でんきゅう

に黄色
き い ろ

をぬれば黄色
き い ろ

い光
ひかり

が出
で

てきて、赤色
あかいろ

をぬれば真
ま

っ赤
か

な光
ひかり

が出
で

てきます。イエス・キリストの福音
ふくいん

が私
わたし

たちを通
とお

して世
よ

の中
なか

に照
て

らされる

ときも、同
おな

じです。正
ただ

しい福音
ふくいん

を信
しん

じて伝
つた

える人
ひと

は、その福音
ふくいん

を聞
き

いて正
ただ

しく変
か

わります。しかし、まちがった考
かんが

えや、まちがった福音
ふくいん

を持
も

っている人
ひと

は、良
よ

くない影響
えいきょう

をおよぼすようになります。 

イエス・キリストは、人
ひと

のすべての霊的
れいてき

問題
もんだい

と悪霊
あくれい

問題
もんだい

を完全
かんぜん

に解決
かいけつ

された方
かた

です。神様
かみさま

を離
はな

れて死
し

ぬしかなかった地獄
じ ご く

の問題
もんだい

を完全
かんぜん

に解決
かいけつ

された方
かた

です。

過去
か こ

と現在
げんざい

と未来
み ら い

のすべての罪
つみ

の問題
もんだい

をきれいに解決
かいけつ

された方
かた

です。すなわち、

イエス・キリストは、すべての問題
もんだい

を解決
かいけつ

された完全
かんぜん

な方
かた

です。私
わたし

が信
しん

じる神
かみ

様
さま

は完
かん

全
ぜん

な方
ほう

です。福音
ふくいん

を知
し

っている私
わたし

たちは、目
め

に見
み

えなくても正
ただ

しい信仰
しんこう

を持
も

っているのです。 
2014.1.12（インマヌエル聖日 2 部） 

 

使徒
し と

1:14 この人
ひと

たちは、婦人
ふ じ ん

たちやイエスの母
はは

マリヤ、および

イエスの兄弟
きょうだい

たちとともに、みな心
こころ

を合
あ

わせ、祈
いの

りに専
せん

念
ねん

して

いた。 

おいのり 

しよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！イエス様
さま

をすべての問題
もんだい

の解決者
かいけつしゃ

として、私
わたし

を救
すく

ってくださったキ

リストとして信
しん

じます。この福音
ふくいん

が私
わたし

を通
とお

してひろく伝
つた

わりますように。イエス・

キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

ヨハネ 14:6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローマ 8:2 

 

 

マルコ 10:45 

 

 

 

 

 

 

 

 

Iヨハネ 3:8

みことばを 

てきようしよう 
 

私
わたし

にイエス・キリストはどんな方
かた

ですか。 

イエス・キリストの三
みっ

つの職分
しょくぶん

を記憶
き お く

して、聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

を探
さが

して 

書
か

いてみましょう。 

 

神様
かみさま

に会
あ

う道
みち

 

まことの預言者
よげんしゃ

であるキリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

罪
つみ

と死
し

の原理
げ ん り

から解放
かいほう

 

まことの祭司
さ い し

であるキリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サタンの権威
け ん い

をほろぼされた 

まことの王
おう

であるキリスト 

 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せいれいと ちからと  

   つよい かくしん 
水曜日 

「表面
ひょうめん

だけ美
うつく

しく飾
かざ

って、聞
き

きやすいことば」を「おせじ」と言
い

います。

このようなことばは、決
けっ

して人
ひと

を感動
かんどう

させることも、変化
へ ん か

させることもできま

せん。心
こころ

の中
なか

に何
なん

の感激
かんげき

も確信
かくしん

なく、ことばだけで伝
つた

える福音
ふくいん

は、力
ちから

が現
あらわ

れ

ません。 

パウロは、聖
せい

霊
れい

と力
ちから

と強
つよ

い確
かく

信
しん

で福
ふく

音
いん

を伝
つた

えました。いつも神様
かみさま

に祈
いの

って、

聖霊
せいれい

に満
み

たされて、福音
ふくいん

に対
たい

する感激
かんげき

と確信
かくしん

でいっぱいでした。混乱
こんらん

している

世
よ

の中
なか

の文化
ぶ ん か

を生
い

かす道
みち

は、ただ福音
ふくいん

だけだという確信
かくしん

がいっぱいあふれてい

ました。そのようなパウロに力
ちから

が現
あらわ

れて、多
おお

くのギリシヤ人
じん

と貴婦人
き ふ じ ん

がイエ

ス様
さま

を信
しん

じるようになり、テサロニケ教会
きょうかい

が立
た

ちました。私
わたし

たちも、パウル

のように、毎日
まいにち

、聖霊
せいれい

と力
ちから

と強
つよ

い確
かく

信
しん

があふれるレムナントとして生
い

きまし

ょう。 
2014.1.12（インマヌエル教会聖日２部） 

 

Iテサロニケ 1:4～5 神
かみ

に愛
あい

されている兄弟
きょうだい

たち。あなたがたが神
かみ

に選
えら

ばれた

者
もの

であることは 私
わたし

たちが知
し

っています。なぜなら、私
わたし

たちの福音
ふくいん

があなたがたに

伝
つた

えられたのは、ことばだけによったのではなく、 力
ちから

と聖
せい

霊
れい

と強
つよ

い確
かく

信
しん

とによっ

たからです。また、 私
わたし

たちがあなたがたのところで、あなたがたのために、どの

ようにふるまったかは、あなたがたが知
し

っています。 

みことばを 

てきようしよう 

おいのり

しよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！なんの感激
かんげき

も確信
かくしん

もなく、ことばだけで福音
ふくいん

を言
い

っている人
ひと

ではなく、

愛
あい

と力
ちから

と強
つよ

い確
かく

信
しん

で福
ふく

音
いん

を伝
つた

えるすてきな伝道者
でんどうしゃ

にならせてください。イエス・キ

リストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

いつ神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

して力
ちから

を受
う

けますか。 

私
わたし

が体験
たいけん

した聖霊
せいれい

と力
ちから

と強
つよ

い確
かく

信
しん

になることを

書
か

いて、小
ちい

さなことも感謝
かんしゃ

してフォーラムしてみま

しょう。 

例
れい

：「朝
あさ

に石
いし

にひっかかってこけたけれど、そんなにけがをしませんでした。本当
ほんとう

に神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

します。」 

「礼拝
れいはい

、祈
いの

り、みことば黙想
もくそう

などをするとき、私
わたし

もわからないうちに力
ちから

があふれます。」 

「イエス・キリストのお名前
な ま え

で祈
いの

るとほんとうに平安
へいあん

になります」 

 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れいてきな ちからを もった 

          レムナント 
木曜日 

ヨセフは、エジプト全域
ぜんいき

と、まわりの多
おお

くの国
こく

に主
しゅ

の御名
み な

を知
し

らせて、モ

ーセはエジプトの多
おお

くの偶像
ぐうぞう

文化
ぶ ん か

をなくしました。サムエルは、生
い

きている

間
あいだ

にペリシテが攻
せ

めてくることもできませんでした。ダビデはペリシテの国
くに

を征服
せいふく

しました。エリシャが祈
いの

ったとき、イスラエルがアラムの軍隊
ぐんたい

に勝
か

ち

ました。イザヤは祈
いの

って災
わざわ

い問題
もんだい

を防
ふせ

ぎました。パウロと多
おお

くのレムナント

が起
お

きるようになって、250年後
ね ん ご

にローマは福音化
ふくいんか

されました。聖書
せいしょ

のレムナ

ント 7人
にん

は、みんな神様
かみさま

がくださった霊的
れいてき

な力
ちから

を持
も

っていたので、どんな困
こん

難
なん

にも勝
か

って、現場
げ ん ば

で勝利
しょうり

できました。 

神様
かみさま

は私
わたし

たちを通
とお

して福音
ふくいん

の働き
はたらき

を起
お

こすことを望
のぞ

んでおられます。それ

で、今
いま

から霊的
れいてき

な力
ちから

を大
おお

きくしなければなりません。朝
あさ

と昼
ひる

、寝
ね

る前
まえ

に、毎
まい

日
にち

<子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

>のみことばを黙想
もくそう

して、神様
かみさま

がくださる力
ちから

を求
もと

めま

しょう。みことばを黙想
もくそう

して、神様
かみさま

に集 中
しゅうちゅう

するとき、新
あたら

しい力
ちから

を与
あた

えて

くださると言
い

われました。 
2014.1.14（青少年修練会 1 講） 

 

 

詩篇
し へ ん

62:5～7 私
わたし

のたましいは黙
だま

って、ただ神
かみ

を待
ま

ち望
のぞ

む。私
わたし

の

望
のぞ

みは神
かみ

から来
く

るからだ。神
かみ

こそ、わが岩
いわ

。わが救
すく

い。わがやぐ

ら。私
わたし

はゆるがされることはない。 

 

おいのり 

しよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！多
おお

くのレムナントを生
い

かして、現場
げ ん ば

を生
い

かす霊的
れいてき

な力
ちから

を持
も

ったレム

ナントとして育
そだ

っていきますように。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りし

ます。アーメン 

聖書
せいしょ

のレムナント 7人
にん

がにぎったみことばをさがして書
か

いてみまし

ょう。レムナント７人
にん

がうけた霊的
れいてき

な力
ちから

をくださいと祈りましょう。 

みことばを 

てきようしよう 
 

創世記
そうせいき

39:2 

出
しゅつ

3:12 

I サムエル 3:19 

詩
し

78:70～72 

Ⅱ列
れつ

王
おう

2:9 

イザヤ 6:8 

使徒
し と

20:24 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金曜日 

平和
へ い わ

だったイスラエルの国
くに

に、ペリシテという国
くに

が攻
せ

めてきて、大
おお

きい危機
き き

にあうようになりました。王
おう

をはじめ、軍人
ぐんじん

がみんながぶるぶる震
ふる

えていたと

き、神様
かみさま

は、羊飼
ひつじか

いであったダビデを主人
しゅじん

公
こう

として、また、解決者
かいけつしゃ

として戦場
せんじょう

のまん中
なか

に登場
とうじょう

させられました。なにも準備
じゅんび

していなかった人
ひと

を用
もち

いられた

のではなく、普段
ふ だ ん

のとき、準備
じゅんび

してきた人
ひと

を用
もち

いられたのです。 

ダビデは、石
いし

を投
な

げる技術
ぎじゅつ

を一心
いっしん

で準備
じゅんび

しました。だれもついてくることが

できないくらいに練習
れんしゅう

しながら準備
じゅんび

しました。ダビデは全心
ぜんしん

で神様
かみさま

を愛
あい

して、

神様
かみさま

に集 中
しゅうちゅう

した羊飼
ひつじか

いでした。全心
ぜんしん

ですれば、生活
せいかつ

に力
ちから

が現
あらわ

れます。ダビ

デには、いろいろな困難
こんなん

があったのですが、あきらめないで最後
さ い ご

まで持続
じ ぞ く

しな

がら準備
じゅんび

しました。ダビデのように準備
じゅんび

して、3つの団体
だんたい

のゆえに混乱
こんらん

してい

るこの時代
じ だ い

を生
い

かしましょう。 
2014.1.14（青少年修練会２講） 

 

Iサムエル 17:43～49 ダビデはペリシテ人
じん

に言
い

った。「おまえは、剣
つるぎ

と、槍
やり

と、投
な

げ槍
やり

を持
も

って、 私
わたし

に向
む

かって来
く

るが、 私
わたし

は、おまえがなぶ

ったイスラエルの戦陣
せんじん

の神
かみ

、万軍
ばんぐん

の主
しゅ

の御名
み な

によって、おまえに立
た

ち向
む

か

うのだ。(45) 

たのしくあそぼう 

おいのり 

しよう 

父
ちち

なる神様
かみさま

！ダビデのような準備
じゅんび

ができたレムナントにならせてください。毎
まい

日
にち

、一
いっ

心
しん

、全
ぜん

身
しん

、持
じ

続
ぞく

で準備
じゅんび

するレムナントになって、主人
しゅじん

公
こう

として登場
とうじょう

させてください。

イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

かくれている 

えを 

さがそう 
 
    アイスクリーム 

      はり、かめ 

      かたつむり 

       チョコレート 

じゅんびが できていれば 

  しゅじんこうに なります 



 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナアマンしょうぐんが たいけんした 

   かみさまの ちから 

 

奥
おく

さんは、ナアマンにこの話
はなし

を伝
つた

えました。うれしい知
し

らせを聞
き

いたナアマンの心
こころ

の中
なか

には、信仰
しんこう

ができました。霊的
れいてき

にも、肉的
にくてき

にも病気
びょうき

だったナアマンは、この知
し

らせを聞
き

いて、

エリシャに会うために出発
しゅっぱつ

しました。当時
と う じ

、アラムの国
くに

とイスラエルとは敵
てき

の関係
かんけい

だった

ために、ナアマンがイスラエルに行
い

くことは、とても危険
き け ん

なことでした。 

 

アラムの王
おう

がイスラエルの王
おう

に書
か

いた手紙
て が み

を持
も

って、イスラエルの王
おう

を先
さき

に訪
たず

ねて行
い

きま

した。王
おう

はナアマンにエリシャを訪
たず

ねて行
い

くように話
はな

しました。エリシャは、自分
じ ぶ ん

を訪
たず

ねて

きたナアマンに、顔
かお

も出
だ

すこともせず「ヨルダン川
がわ

でからだを七回
ななかい

洗
あら

えば、新
あたら

しい肉
にく

が回
かい

復
ふく

してきよめられるだろう」と言
い

いました。ナアマンはダマスコの川
かわ

や、アマナやパルパルは、

イスラエルのすべての川
かわ

の水
みず

よりましだと言
い

って、向
む

きを変
か

えて怒
おこ

りながら帰
かえ

ろうとしまし

た。ナアマンのしもべたちが、それでも一度
い ち ど

洗
あら

ってきれいにしたらよいとすすめました。ナ

アマンが神様
かみさま

の人
ひと

エリシャのことばどおりに洗
あら

ったら、子
こ

どもの皮膚
ひ ふ

のように回復
かいふく

してきれ

いになりました。 

 

神様
かみさま

を信
しん

じていなかったナアマンは、唯一
ゆいいつ

の神様
かみさま

の大
おお

きい力
ちから

を悟
さと

りました。ナアマンの奥
おく

さんの女
おんな

奴隷
ど れ い

だったひとりの少女
しょうじょ

の一言
ひとこと

が、神様
かみさま

の力
ちから

を見
み

せる大
おお

きい働
はたら

きを起
お

こしたの

でした。 

土曜日 

 ナアマンは、イスラエルの北
きた

のほうにあるアラムという国
くに

の将軍
しょうぐん

です。

彼
かれ

は、敵
てき

と戦
たたか

って、大
おお

きな手柄
て が ら

をたたて、富
とみ

と名誉
め い よ

を味
あじ

わっていました。

しかし、彼
かれ

は他
ほか

の人
ひと

は知
し

らない、肉
にく

がくさっていく難病
なんびょう

になって、苦
くる

しん

でいたのでした。 

  

 ある日
ひ

、イスラエルからつかまえてきたひとりの少女
しょうじょ

が、ナアマンの

難病
なんびょう

を見
み

て、ナアマンの奥
おく

さんに言いました。 

 

その女
おんな

主人
しゅじん

に言
い

った。「もし、ご主人
しゅじん

さまがサマリヤにいる預言者
よ げ ん し ゃ

のとこ

ろに行
い

かれたら、きっと、あの方
かた

がご主人
しゅじん

さまのツァラアトを直
なお

してくだ

さるでしょうに。」（Ⅱ列王 5:3） 

おはしもくそう 


